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道
立

校
設

永
年
の
夢
実
現
J¥ 

北
海
道
教
育
委
貝
会
が
平
成
五
年

度
か
ら
九
年
度
ま
で
に
設
置
を
計
画

し
て
い
た
高
等
養
護
学
校
(
精
神
薄

弱
)
が
十
二
月
二
十
五
日
、
紋
別
市
・

中
標
津
町

・
小
平
町
と
と
も
に
今
金

町
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

道
立
高
等
整
般
学
校
は
道
教
育
長

期
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画

(
5
i

9
年
度
)
に
精
神
薄
弱
六
校
‘
肢
体

第1-0回雪まつり
みん砲のカで戚功させましょう

道立高等養麗牢校設置決定を知らせる垂幕がさがる役場庁書

不
自
由
三
校
内
訟
置
が
盛
り
込
ま
れ
、

精
神
薄
弱
校
の
設
置
場
所
が
未
定
と

な
っ
て
い

た
も
の
で
す
。

後
期
実
施
計
画
は
精
神
薄
弱
円
高

等
養
誕
学
校
を
道
央
圏
に
二
校
、
道

南
、
道
北
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
釧
路

根
室
の
各
圏
に
一
校
づ
っ
新
設
す
る

計
画
を
打
ち
出
し
、
こ
の
う
ち
道
央

圏
は
、
新
篠
津
村
に
設
置
が
す
で
に

決
定
、
残
る
一
校
は
今
後
円
盤
備
状

況
を
み
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

他
の
圏
域
に
つ
い
て
は
、
ど
の
地

域
に
住
ん
で
も
高
等
部
が
受
け
ら
れ

る
、
特
殊
教
育
の
未
配
世
と
な
っ
て

い
る
柏
山
留
萌
線
室
管
内
を
優

十
三
年
間
の
誘
致
活
動
み
の
る

道
教
委
の
昭
和
五
十
四
年
養
護
学

校
完
全
義
務
制
実
施
以
来
、
全
道
的

な
養
護
学
校
の
適
正
配
置
と
い
う
見

地
か
ら
、
そ
の
配
置
計
画
を
推
進
し

て
い
ま
し
た
が
、
道
南
地
区
に
は
函

館
教
育
大
附
属
整
勉
学
校
と
七
飯
養

鎚
学
校
、
上
磯
町
内
お
し
ま
学
園
分

校
、八
骨
骨
盤
鎚
学
校
と
な
っ
て
お
り
、

輸
山
管
内
に
は
本
校
及
び
分
校
内
設

也
計
画
も
皆
無
と
い
う
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
柏
山
管
内
向
心
身
障

害
児
教
育
は

、
道
南
に
お
い
て
も

そ
の
歩
み
は
古
く
、
特
殊
学
級
の
閑

• • 

今年も夢いっぱい、多催な催しが繰り広

げられます。家族連れで楽しんで下さい。
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-スパ大回転 13日

・スラローム 14日

※時間等予定変更の場合があリますのでご7車ねがいます。

包liD
2月12日 前夜祭

2月13日

-会場、売庖オプン

・ゲム、ショ

・オープニングセレモニ

(閉会式、スカイトラ y力ー)

.7リ スタイjレスキー PA R T 1 
・狩t是太鼓、ス力イトラッカー

・花火、スカイトラ y力-

2月14日

-会場オープン

・ジャンボ輪投げ大会

・フリースタイJレスキ P A R T 2 
.ショー

・ミニ弾丸ポプスレ

・フリースタイJレスキー PA R T 3 

.弾丸ポブスレ←

'r.ft-(X-j 
全日本スノ ポ ド選手権北海道地区大会

(ピリカスキー場)

設
等
教
育
実
践
は
全
道
的
に
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
金
町
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十

=
一年
に
今
金
小
学
校
、
昭
和
三
十
八

年
に
は
今
金
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
特

殊
学
級
を
設
世
し
、
心
身
障
害
児
教

育
の
一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
お
り
ま

す
が
、
重
度
重
複
障
害
を
伴
う
児

童
生
徒
の
増
加
が
み
ら
れ
、
官
内

の
地
域
性
か
ら
心
身
障
害
児
の
実
態

が
多
数
に
の
ぼ
っ
て
お
り
「
も
っ
と

身
近
な
と
こ
ろ
に
養
蜂
学
校
を
」
と

い
う
心
身
障
害
児
を
持
つ
親
た
ち
の

戸
が
今
金
町
に
お
い
て
も
大
き
く
あ

• • 
れき協先
たれカ
も、が用
グ) ii'i 相手 t也
で南ら取
す閤れ得
。か るな

らこど
今と地
金な元
町どの
がが全
選考面
ば慮的
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が
り
ま
し
た
.

そ
の
結
果
、
昭
和
四
十
三
年
九
月

に
「
今
金
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
し

を
設
立
し
て
以
来
、
福
祉
活
動
の
中

で
昭
和
四
十
九
年
四
月
に
柏
山
管
内

に
初
め
て
の
精
神
薄
弱
者
更
生
施
般

「
光
の
星
学
園
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
に
は
「
道

立
護
協
学
校
誘
致
促
進
期
成
会
」
的

発
足
を
み
る
に
至
り
、
今
金
町
は
も

と
よ
り
、
管
内
全
般
的
協
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
.

楠
山
総
合
開
発
期
成
会
、
柏
山
支

庁
管
内
町
村
会
、
管
内
議
長
会
、
柏

山
管
内
公
立
文
教
施
設
設
備
期
成
会
、

柏
山
管
内
心
身
障
害
児
教
育
研
究
会
、

棺
山
地
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
連
絡

協
議
会
、
道
立
養
護
学
校
誘
致
促
進

期
成
会
な
ど
が

一
体
と
な

っ
て
十
三

年
余
に
及
よ
陳
情
と
運
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

今
回
、
今
金
町
に
高
等
義
雄
学
校

設
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

関
係
各
位
向
協
力
と
努
力
の
た
ま
も

の
で
す
.

今
後
、

一
日
も
早
い
着
工
そ
し
て

開
校
が
待
た
れ
ま
す
。

各
種
講
習
会
の
ご
案
内

交
は
い
作
業
主
任
者
技
能
議
習

と

二

ろ

申
込
締
切

平
成
五
年
二
月
十
六
日

i
十
七
日
ま
で
二
日
間

函
館
地
区
ト
ラ
ン
ク
研
修
セ
ン
タ
ー

平
成
五
年
二
月
九
日

と

き

育
研
削
と
い
し
(
タ
ラ
イ
ン
ダ
)
特
別
教
育

と

き

平
成
五
年
二
月
二
十
日

函
館
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

定
員
四
十
名
に
迷
し
次
第

と

こ

ろ

申
込
締
切

女
王
掛
技
能
講
習

と

こ

ろ

申
込
締
切

平
成
五
年
三
月
六
日

l
七
固
ま
で
二
日
間

函
館
地
区
ト
ラ
y
ク
研
修
セ
ン
タ
ー

定
員
八
十
名
に
逮
し
次
第

と

』手

女
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
の
受
験
資
格
を
付
与
す
る

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

と

こ

ろ

申
込
締
切

平
成
五
年
四
月
四

・
十

一
・
二
十
五
の
三
日
間

函
館
教
育
会
館

定
貝
百
名
に
達
し
次
第

と

き

食
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

平
成
五
年
三
月
十
二

i
十
四
ま
で
三
日
間

と

こ

ろ

函
館
地
区
ト
ラ
y
ク
研
修
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切

定
員
三
+
名
に
迷

L
次
第

以
上
の
講
習
会
的
詳
細
に
つ
い
て
は
、

役
場
商
工
観
光
課
ま
で
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

宮

2
1
0
1
1
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線
3
3
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予
算
と
決
算
は
、
町
政
を
進
め
て
い
く
う
え
で
欠
〈
ニ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
も
の
で
す
。

平
成
三
年
度
決
算
は
、
継
続
事
離
の
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
力
関
連
建
設
に
約

=
億
九
千
八
百
万
円
が
投
資
さ
れ
、
他
に
花
石
小
学
校
改
築
、
南
団
地
公
住

建
替
第
四
年
次
、
旧
今
金
駅
跡
地
周
辺
等
が
引
き
続
き
整
備
さ
れ
る
な
ど
、

投
資
的
経
費
は
、
総
額
二
十
四
億
七
干
九
百
万
円
で
、
接
出
総
額
の
=
一
+
八

.
四
%
を
占
め
る
積
橿
的
な
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
決
算
特
別
委
員
会
で
慎

重
審
議
さ
れ
、
第
四
固
定
例
町
線
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
経
常
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
、
明
る
い
町
づ
〈

り
を
め
ざ
し
て
、
町
道
の
整
備
や
産
業
基
盤
の
充
実
、
福
祉
の
向
上
や
町
民

生
活
に
密
婚
し
た
事
機
を
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
完
成
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
一
年
間
の
決
算
内
容
を
グ
ラ
フ
や
衰
を
用
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。決算の.さき

850， 261円歳入

(内町税63，999円)

一般会計町民一人

当りの決算額

う使われたー的に限られた財源を効果
特別会計決算の状況

、-846， 879円歳出

ぷZ斗三 言十 名 歳 入 歳 出 差 ヲ| 額

国保特別会計事業勘定 814，001 805，948 8，053 

簡易水道事業特別会計 139，436 137，980 1，456 

老人保健特別会計 830，493 830，487 6 

収益的収入及び支出

総収 益 総 費 用 差 号l 害頁
1，151，299 1， 147，854 3，445 

国保特別会計施設勘定
資本的収入及び支出

ヰ又 入 支 出 差 ヲ| 車買

40.995 40.820 175 

。平成3年度の主な事業は次のとおりです。
〈補助事業 ) (千円 <単 独事業〉 (千円)

旭幸線凍 雪害防止 事業 180，000 美利河スキー場夜間照明設備 175，213 
南団地公営住宅建替事業 179，486・美利河スキー場食堂建設事業 92，309 
農村地域農業構造改善事業 125，038 公社営畜産基地建設事業 87，983 
山村地域新農林漁業特別対策 80，027 山村地域新農林漁業特別対策 53，144 
都市計画オランド通街路事業 70，000 都市計画総合公園造成事業 35，186 
都市計画総合公園造成事業 68，000 花石小学校改築事業 34，389 
花石小学校改築事業 58，516 ~農 業基盤整備事業 34，078 
上濁川橋 架換事業 49，900 田代通線道路改良舗装事業 31，000 
上稲穂、地区農道整備事業 45，881 ~町 道改良舗装事業 30，555 
山村林 業構造改善事業 44，792 都市計画中央緑地公園造成 26，538 
普通林道小原線開設事業 40，184 やすらぎ霊園造成事業 24，864 
日進賞金線道路改良事業 40，000 防雪概取付け取りはずし事業 24，339 
都市計画中央緑地公園造成 32，000 管内民法ラジオ 中継局建設 20，148 
日進線道路舗装事業 30，000 美利河スキー場ゲレンデ整備 19，673 
西の岱線防雪棚設置事業 24，000 末広北線道路改良舗装事業 17，000 
中稲穂地区小規模排水対策 23，443 幼稚園グランド整備事業 14，368 
神丘10号線交通安全施設 22，940 都市計画オランダ通街路事業 14，244 
八束宮前線道路改良事業 16，300 大和団地支線道路改良舗装 13，800 

労働置
11，736 
0.2桔

一般会計・特別会計で使われたお金

95億71，315千円です。

固因国圏
分担金且び負担金目。 006 2.0% i 皇勧尊厳雪組交付金 59，3640.9% 

守一一一ー 韓 越 金

地方開与税 116，380 1.8% 寸 孝子割交付金 19，4180.3%

財産収入 l印 239 2.4%寸 「萱豆市《喧白 金 5 0.0% 
円一 _ . "'U  宜通安全対策

間収入 373，267 5.6% 寸 特B宝村金 1，3230.0% 

棚料丑び手駐車'i ¥ ¥ ¥ 11 提言問『%
187，5492.8% 上i

し~一一一~\ 消防費
時入金 ~\ ¥¥¥  179，419 2.7% 
256 ， 4743.9% 一~、\

道支出金
348，833 5.3% 

• 

l • 

• 

• 

(千円)

千円

180，901千円
36，762千円
16，050千円
53，883千円
4，084千円
89，280千円
147，3相千円
38，701千円

453，331千円

574，558千円
6，000千円
200，000千円
103，505千円
23，434千円
27，219千円

(4) 

!町有財産の状況 I

基金
財政調整基金
国保理事輯財政調整基金
簡水財政調整基金
土地開発基金
簡水事業基金
実手11河公共用地等基金
国営土地改良支払基金
奨学賞金貸付基金
国鉄瀬棚線代替輸送
確保基金
滅債基金
高林文庫基金
中るさと創生基金
文化センター建設基金
水田轟車確立推進事章基金
地域福祉基金

内

訳

毒事s
388，921千円

毎耳障

車南

林

唱21
山

車物

型産

&空ゐ

69，479m' 

土地

建

土

〕5
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もうすぐ 1年生 知っておきたい検察審査会
今年は74人が入学します

祉
に
本
槍
や
?
こ

振
り
ーを
披
，露

検察審査員に選ばれたらご協力をfノ

交通事故、詐欺などの被害にあったのに、

検察官がその事件を裁判にかけてくれない.

持ちに待った入学の日が近づいてきました.新入学児童のみなさんは期待に胸を中〈ら

ませていることでしょう。各学校では、やさしいお兄さんお姉さんがみなさんの入学を待

っています。

今年入学されるみなさんを紹介します。名前のもれている入、転入された人は敏育委員

会去でこ連絡下8い.
l
i
 

どうも納得できない.このような人のために

検察官のした処分が正しかったb、どうかを審

査する機関と して「検察審査会Jがあります。

検察審査会では11人の審査員がこの審査を

今今今今今今今今神布l'神盟金金金金金金八八八八八八百l極極極秘花花ま
金金金金金金金金丘丘丘田原原原 DR、原原束束東京束 束 川川川川川石石造

仁谷橋 中 西斎小山坂伊安鈴四飯菊本本坂大相垣杉黒力日伊井内牧三高篠
ノ ケr，lt 氏

木崎本里村勝池本井藤藤木宮谷地多多本越津本林宮藤藤村島困者!fr木木 します.審査員は、選挙権を持っている皆さ

んの中から r(じJ でi韮ばれることになって抄千絵 知 奈美様祐佳愛は太 香拓彩 i韮卓実立聖秀広知知伊建珠由
型 都る 名

苗夏 子梓 穂剛子佳 吾太 代未か宣光織哉香希也成規哉幸子加明代太美香

男男女女男女児女女性
~II 

います。• • 

〕自〔

今
金
町
消
防
固
め
出
初
め
式
が
一

月
六
日
、
団
員
九
十
二
名
と
消
防
車

五
台
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
め
式
は
小
雪
が
降
る
中
、
町

内
を
掌
々
の
パ
レ
ー
ド
を
し
た
後
、

町
長
、
消
防
団
長
等
の
視
閲
を
受
け
、

今
年
一
年
の
火
災
予
防
へ
の
替
い
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
レ
ド
の
途
中
、
六
カ

所
で
団
只
に
よ
る
見
壮
な
線
撮
り
、

木
給
奴
振
り
等
が
披
露
さ
れ
、
沿
道

的
見
物
人
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び

て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
長

年
の
功
労
を
た
た
え
て
.
北
海
道
知

事
、
消
防
協
会
長
表
彰
な
ど
の
伝
達

が
あ
り
ま
し
た
。

あなたも いつか審査員に選ばれることがあ

るかも知れません。審査員に選ばれたときに

は、町民の代表としてこの仕事にご協力をお

男

--------_.---.----------------------_..-...._----------.-..-....--...保幹敏久般民紀泰貞照幸克一多勉干恭恭久美秋所範勝正正問祐久秀春警護
雄之英 rn::cti吾 夫 徳一男作弘雄事 春幸幸光子男 久司市行晶一司之美一串

~~子'--'---- ------------ ----- -子-------------'--"--------------------------- 官

男女男女女弟男男女女女男女女女女女男女女持

願いします。

なお詳しいことは、

函館市よ新川町1番 8号函館地方裁判所内

函館検察審査会事務局

今今 今 今今今今今今今今今今今今今今今今今今寺今今今今今今今今今ま
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金者

平渡寺小伊佐中大新荒伴宮石中長一山矢
々 氏

西藤木村倉居川 下塚道井入本内

日t畢 村池大片川佐水船小今川
窓口138-42-215!(内線)431、432に、

お問い合わせくださ L、。

木札が飛び

う熱戦カミ

今
金
町
子
供
会
連
合
会
主
催
の
百

人
一
首
下
の
句
大
会
が
一
月
十
日
、

野崎回上回竹石崎藤諸井宮市川

亜悠拓絵弘美杏和 有里 尋雄 祥 一 剛 tt雅直有一英裕晋元知恭優佳和佐
理 知名

希有馬香喜穂理也>>i!亮奈克介干拓史大仁也希晃香香理利世:章弥子樹子

男女男女性
別

本木川

• • 
男女男

室長言言言言葉言E密主言語宣言言雲zE言支雲官事主主主主要言言霊
'--'----------------------郎--------------'-"------------'-'"咽

y~ 女男女女男男男見男女男男女男男女男女女男男女男

子供会連合会カルタ大会今今今今今今今今今今今今笠
金金金金金金金金金金金金主

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
、

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
正
月
休
み
の
聞
の
猛
練

溜
で
腕
を
磨
い
て
き
た
三
十
八
チ
ー

ム
百
十
四
名
が
参
加
し
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

各
チ

l
ム
三
名
一
組
と
な
り
、
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
、
応
援
に

駆
け
つ
け
た
父
母
や
地
域
内
仲
間
の

開
銀
を
受
け
、
鋭

い
掛
声
と
と
も
に

木
札
を
飛
は
し
あ
う
激
し
い
試
合
展

開
と
な
り
ま
し
た
。

成
制
は
次
の
と
お
り
で
す
.

7
小
学
生
町
部

①
八
束
D

②
田
代
日

③
南
町
A

④
商
工
団
地

A

7
中
学
生
の
部

①
緑
町
A

②
大
和
町
A

③
綜
町
B

伊藤笠小飯原高柴山舘八宮

重氏
口丸田崎回樫崎

名

性

別

仁

美

女

紗

代

女恋

女

早

野

花

女

忠

宝

男

朔

平

-

』

#
1え

史

明

恵
皇
奈

智

行
麻

美
聖

那

保
護
者

(
清
二
)

(昌
男
)

(雅
彦
)

(
一
彦
)

(
良
雄
)

(郁
雄
)

(忠
之
)

(
一
哲
)

(
消
)

(
弘
道
)

(幸
司
)

(義
浩
)

国

女 女 児女男女児

原 川百事国

今春入学する今金幼稚園パラ組のみなさん

1
 
7
 
〔



結婚相談員の方が変わりました。

お気軽にご相談を

氏名 生年月日 住 所 電話番号

荒井正信 T.13. 8. 1 今金348の3 2 -2813 

笹田 隆 5. 8. 4. 1 神丘878 2 -2380 

吉田吉郎 5. 3. 3. 4 λ束183の1 2 -1900 

南川 博 5.27. 8.23 八束125の8 2 -1009 

且川錦子 5.14.12.15 鈴金23の3 2 -3024 

幅ロセツ 5.17.12.5 鈴岡151<7)1 2 -2356 

丸山良祐 5.16. 5.31 英利河340の8 3 -7303 I 
西宮清美 5. 6. 1.15 金原78の13 2 -2942 

内ヵ島賢祐 5.4.12.10 今金639 2 -2728 

西宮清輝 5.14.1.19 今金359の29 2 -1836 

中野公邸 5.32.1.16 八束26 2 -1005 

今金町結婚相談員一覧

• • 

⑧
⑧
⑧
⑨
⑧
⑧
 

昨
年
く
れ
に
、
住
吉
在
住
の
波
辺
新
市
さ
ん
の
次
男
の
お
嫁
さ
ん
で

札
幌
市
在
住
の
渡
辺
優
美
子
S
ん
か
ら
一
通
の
手
紙
と
と
も
に
テ
!
プ
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

清
流
日
本
一
の
後
志
利
別
川
を
歌
に
入
れ
て
作
っ
た
利
別
川
恋
唄
が

十
一
月
三
目
、
道
新
ホ

l
ル
で
開
か
れ
た
北
海
道
作
詩
家
協
会
新
作
発

表
会
で
テ
|
プ
と
な
っ
た
も
の
で
、
今
回
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
詩
と

曲
を
紹
介
し
ま
す
。

J ~80 利別川恋明 仰制捜辺健英子
的噌何 刻民江 i't.三

i "._- "， ι 臨ー， ， ，. 
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U ・4吟 右手
きよきながれ Sニ b みじ金そめー で
プ ナの陪や L を うっしといろ に
かわのせせ ら . ピリカのゆやー

心弘‘ "- E A.、

'(ii 一一一"…・ ー
どこへ吻〈や ら おもいの
みずがきらめ 〈 ゆれて い
俗だにLみい る よいのか

flA，~， ， _ --------.EzA~. A~、"
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あ な たと あ 勺た あのーひかー ら
す べて そ ささ げた そのーひか ら
こころが むえた 島のよかー
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あなただけ あなただけしか みえない

ヰ
せ
る
ぜ

雪

一
片
集
め
て
清
美
、
ト
シ
ベ
ツ
の

母
な
る
川
と
も
人
の
言
う
な
っ

ピ

リ

カ
ダ
ム
清
き
流
れ
の
え
を
止
め

落
下
の
カ
雷

と
化
す

τ 
グラ

田
町
民
自

b
-T
てのい畠

、，，，，，， 

ハ，..，~ 11.. 

』戸一一
L あ わせ なみだ らりばめ-
t~ - h.が .• (やら 〈さ"えー
わか ー れ せ つない しのびなー

ιーム-J唱
のとしべ っ こ L ーのかー
れ kしべ つ あもーのかー
のとLベ つ 令みーだがー

湧

水

流

居

士

今金幼稚園児

安全こよみ贈る.グ
道路除雪と安全指導に感謝

交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
今
金
幼
稚
園
児
と
お
母
さ
ん
た
ち

で
つ
く
る
「
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
」
の
メ

ン
バ
ー
が
十
二
月
十
六
日
、
三
班
に

分
か
れ
、
函
館
土
現
今
金
出
張
所

・

今
金
警
察
官
派
出
所
役
場

・
正
和

運
輸
を
訪
れ
、
除
雪
の
仕
事
へ
の
お

礼
と
交
通
安
全
指
導
等
へ
の
お
礼
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
手
作
り
の
交
通

安
全
カ
レ
ン
ダ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
も
元
気
な
声
で
、
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

思
い
が
け
な
い
贈
り
物
に
、
事
件

事
故
多
発
で
い
つ
も
緊
張
ぎ
み
の
派

出
所
員
も
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

利
別
川
忠
唄

澄
丞
.
、
流
れ
に

紅
葉
を
染
め
て

情
処
へ
行
く
や
b

恕
い
乗
せ

あ
な
た
と
逢
っ

た

あ
の
司
か
ら

b
f
:
f
T
 

4
4
7
7
r
 

あ
な
た
だ
け
し
か

且
え
な
い
の

倖
せ

L産

散
っ
ば
め
て

時

南

町

ホl
方l

患
の
川

柏
町
梓
を

映
し
た
彩
に

本
ur
波
め
く

揺
れ
て
い
る

地
て
を
捧
げ
た

そ
の
日
か
ら

あ
な
た
だ
け

あ
な
た
だ
け
し
か

且
え
な
い
の

言在
カず

吐
く
や
ら

草
首
の

黄
昏

ホj

~'I 

査
の
川

川
の
せ
せ
ら
年
、

長
利
河
町
湯
布

肌
に
詰
み
入
る

宵
の
風

心
が
燃
え
た

あ
の
夜
か
ら

あ
な
た
だ
け

あ
な
た
だ
け
し
か

且
え
な
い
の

月4
オL

h
w

な
い

忍
び
ヰ
い

ホj
方'1

4庄

S事
の

自

『，h'E，，，.，e'B't'''B'B，..
 
6'B'h，.，.，.，‘，‘.，.，
 
..
 
，
 
..
 
，h，‘，Ar
l

、

一

d
l
it

ウ
マ
、
ト
ナ
カ
イ
な
と
の
骨
で
作

一

h

邑・M
謡

っ
た
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
o

F

れ
判

わ

け

μ鑑

ス
ケ
ー
ト
靴
が
日
本
に
伝
わ
っ

一

一

1

1

1

た
の
は
明
治
+
号
、
札
幌
農
学

一

ん

ス
ケ
ー
ト
と
い
う
と
、
昨
年
の
校
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
が
持
っ
て

一

』
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス

ト

伊

き

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

一

一
腹
み
ど
り
さ
ん
の
フ

ィ
ギ

ュ
ア

・

長
野
県
の
諏
訪
湖
な
と
に
ス
ケ

l

一

一

ス
ケ
ー
ト
の
華
麗
な
演
技
を
思
い

ト
場
が
で
き
ま
し
た
。
最
近
は
冷

一

↑
出
す
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
凍
機
械
の
出
現
で
、
通
年
リ
ン
ク

一

↑
田
ん
ぼ
の
氷
の
上
で
、
げ
た
ス
ケ
が
各
地
に
で
き
た
の
で
、
ス
ケ
|

一

一
ー
ト
で
滑
っ
た
遠
い
目
を
思
い
起

卜
は
冬
に
限
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
は

一

ム

こ
す
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

.

.

.

 な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

一

戸
せ
ん
。

薗
-
回
国

し
て
も
や
は
り
、
屋
外
リ
ン

』

一

以
前
は
子
ど
も
の
ス
ケ

ム

圃

・

ク
で
の
ス
ケ
ー
ト
は
、
冬
の

一

一
卜
遊
び
も
競
技
会
も
、
菜

園

・

風
物
詩
で
す
。

一

戸
の
氷
の
上
で
し
た
。
氷
に
穴
』
園
・
・
・

と
こ
ろ
で
、
阜
、
は
暖
房
な

'

F

を
聞
け
て
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を

ト
圃
圃
圃
・

ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
ピ

一

一
し
て
い
る
傍
勺
で
、
子
ど
も

a

・・7に
な
り
ま
す
。
二
月
は
、

一

一
が
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い

.

.

 

「省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
で

一

戸
る
風
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
冬

に

す

。
こ
れ
を
機
会
に
、
エ

ネ
ル
ギ

一

一
な
る
と
、
観
光
情
報
と
し
て
積
雪

|

の

有
効
利
用
に
つ
い
て
工
夫
し
、

一

一
情
報
と
と
も
に
、
ス
ケ
ー
ト
場
に
実
行
し
た
い
も
の
で
す
。

一

戸
な
っ
て
い
る
湖
の
突
然
氷
の
厚
さ

一

一

か
発
表
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、

MYHA-
-

f

T

一

一
最
近
は
あ
ま
り
見
勺
れ
な
く
な
り

1
'
d
』

人

九

一

↑
ま
し
た
。

r

p

測

ド

↑

'

ス
ケ
ー
ト
は
、
も
と
も
と
氷
の

邑
!
?
に
人
竺

一ψ

、
伊
比

一

F

上
の
交
通
手
段
で
、
大
昔
は
動
物

1
h
rヘ
ペ

メ

佐

「

↓

一

一
の
骨
を
削

っ
て
靴
に
く
く
り
つ
け

い
J
V
L

い
P
1
1
j
H
F
¥
一

一
た
も
の
と
た
よ
う
で
す
。
北
欧

予

知

れ

リ

サ

2
1
Fヤ

一

・
な
ど
の
か
八
居
跡
に
は
、
ヒ
ツ
ジ
や

¥

一

F
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J

t
sご
媒
卵
子
は
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
し
あ
り

斉

藤

み

ち

会

句

す
く
れ
の
繁
舟
お
ろ
す
町
制

杉

本

あ

い

附

4
M
m
の
燃
え
て
ル
臨
く
コ

l
ト
ル
ぐ

芳
賀
あ
き
え

相

即
副
総
の
郵
船
の
叫
し
割
に
入
る

佐

藤

朝

手

一

す
き
ま
即
酌
悩
し
の
争
も
紙
付
と

藤
田
喜
枝
子

一

俳

震

の

窓

雪

し

寵

佐

藤

秀

峯

~

一

お
お
の
酔
ダ
イ
ヤ
ダ
ス
ト
の
鞠
一
川
り

大

谷

長
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一

r
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i
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ーっお
知
ら

せ
い
「
特
設
人
権
心
配
ご
と

相
談
所
」

の

開
設
に
つ
い
て

確
定
申
告
の

次
の
と
お
り
寸
特
設
人
権
心
配
ご

と
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
児

童

・
生
徒
の
い
じ
め
、
家
庭
内
の
い

ざ
こ
ざ
、
交
通
事
故
、
不
動
産
、
登

記
、
相
隣
関
係
等
、
身
近
な
法
律
問

題
や
心
配
ご
と
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
級
内
容
に
つ
い
て
は
一
切
秘
密

が
守
ら
れ
、
相
餓
は
無
料
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

戸
u
aE
n
 

一
、
日
時
二
月
二
十
五
日
附
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

二
、
場
所
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

=
一、

担
当
者

地

元

人

権

擁

護

委

員

三

名

大
谷
長
倍
、
狭
間
勝
昭
、

阿
知
波
公
子

(

敬

称

略

)

函
館
地
方
法
務
局
職
貝

一
名

〈函
館
地
方
法
務
局
〉

相
談
日
程
に
つ
い
て

次
の
日
程
で
、
税
務
署
の
職
員
が

試
算
方
法
や
申
告
舎
の
密
き
方
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
.

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ロu
au
"
 

一
、
日
時
二
月
十
七
日
制
l
同

十
九
日
凶
固
ま
で
の
三
日
間

午
前
十
時

i
午
後
四
時
ま
で

二
、
場
所
役
場
二
階
中
会
談
室

三
、
申
告
相
談
の
際
に
お
持
ち
い
た

だ
く
も
の

H
事
業
所
得
の
計
算
又
は
収
入
(
売

上
げ
)
金
額
、
必
要
経
費
(
仕

入
れ
そ
の
他
の
経
費
)
の
わ
か

る
も
の

同
源
泉
徴
収
栗

田
生
命
保
険
料
、
火
災
保
険
料
の

支
払
い
証
明
書

回
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
的

支
払
額
の
わ
か
る
岱
類

国
そ
の
他
各
種
控
除
に
必
要
な
古

類
例
印

老
人
受
給
者
証
の

更
新
手
続
き
は

お
す
み
で
す
か

現
在
交
付
し
て
あ
り
ま
す
受
給
者

証
は
平
成
五
年
一
月
三
十
一
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
新
し
い
受

鑑

〈
八
雲
税
務
署
V

• • 

後診を受けて明るい健康づくり

(町民福祉課衛生係 国保係)

2月みんな

1
 
0
 
1
 
〔

5， 1. 10 
社会福祉協議会だより

出先の盟掌園‘量膏園、社会福祉協凪金への多額の

ご寄附品。がとうございま Lt:.
(敬称略〉

〈神構川県〉 〈湖相町〉 西 関 問 信

百 持 相 之細楠町手をつなぐ硯の全国 回伊 靴 官

〈札喧甫〉 網開フ君.ケ‘ホイスコ レ つぶら寓平底

$ m " 
夫 〈北槽山町〉 1ヒ

a‘ ~ • 目臨 松 江北 崎 山小児童会 4‘じかわ聞置
岡 図 久 江奈 良 " 干ツ パ メ 百檎

〈苫小銭市〉 趨高 勉・むつ干 外貿蝉魚曜

高 舗 爾 宮〈今金町〉 外崎蝉凪庖|

掴 ，申 • 男今金社交ダン^'ラプ判 別 .. 金

〈関 m市〉 J ̂  ~金 A コ ープ底 桓 君主 " 子
健 司炉 震辺能 代 ti 加 属 保

a a 川 誇大 • 8太郎 今金町 踊 金

制民 酉 信 最 小池薫子庖 樋川老人，ラプ

住 a踊 • 桔滝沢米鞍 E 小野島 ヵ，ル

自$たばこ直.，. 声 ツナヨ中 111 文 子

〈福島町〉 風 沢 醗 会組 a市 町 鴎

右 ~ 書礎 臼 ~ 朗自問 高 五 郎

〈援町〉 今 金蝿人会 帽111郵便局民生田 晃曹
金 丸 '量 一今金赤 十 字輩仕団井

" 剛 庖

〈直方田町〉 今金 オ ト横川 小掌恒

問 郎 S産自息爽 今 金 日 石今 金 町

〈よJ園町〉 みなみかわ簡庖 今金町社合福雄副担金

柳 原 写 温今 金 鹿 悔. 111 三会館
〈乙錫町〉 沢 • 自 4時金町民生児量署員協凪舎
三 a・金四館 東ハ イ ヤ -1. ~ ti 

山 ~ メ佐盛 ふとん居 縄踊費貯 金

〈陣 容町〉 遺 屡 と 品種川蝿入金

趨 • • 作佐.木金物唐 今金町蝿週也際 " ス .ス ナ ヲ ク 通'司炉 島 ル

〈大膚町〉 経 下 栄 子大E埠尊 " 金
~ 山 ェ" 本 忠ヨ野 繭

'‘ 高 禍 欧 子石川 A '" ー ツ 事 母島 金 a 

給
者
証
と
切
替
し
て
下
さ
い
。

更
新
期
間
は
平
成
五
年
一
月
二
十

五
日
!
二
月
五
固
ま
で
で
し
た
が
、

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
印

鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
お
持
ち
の

受
給
者
証
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

不
明
な
占
が
あ
り
ま
し
た
ら

町
民
福
祉
課
福
祉
係
ま
で

2
2

o

l
-
-
内
線
1
2
6

確
定
申
告
の
際

控
除
申
告
を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
加
入
門
皆
さ
ん
、
国
民

年
金
円
保
険
料
が
、
所
得
税
の
確
定

申
告
の
際
「
社
会
保
険
料
控
除
」
内

対
象
と
な
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

むし歯から子供を守るためには.グ

‘， 
、q
J
品
Uあ
な
た
が
、
前
年
の
一
月
か
ら
十

一
一
月
ま
で
の
聞
に
納
め
ら
れ
た
保
険

料
も
、
全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

一
一
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
に
行
わ
れ
る
所
得
税
の
確
定
申
告

の
と
き
に
は
、
忘
れ
ず
に
控
除
の
手

続
き
を
と

っ
て
下
さ
い
。

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
}

交
通
遺
児
等
へ
の

育
成
資
金

貸
付
の
ご
案
内

一
、
対
象
者

自
動
車
事
故
で
働
き
手
が
亡
く
な

っ
た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ

• • 
町
で
は

6
月
と
ロ
月
に
曲
科
検
惨

と
フ

y
紫
塗
布
を
あ
わ
せ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
張
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
む

し
品
聞
の
状
況
は
別
図
の
と
お
り
で
す
。

一
人
あ
た
り
の
む
し
歯
の
平
均
本

数
を
み
る
と

6
歳
児
が

8
本、

5
歳

児
の

9

5
本
よ
り
も
少
な
い
の
は
、

歯
の
は
え
か
わ
り
の
時
期
の
た
め、

乳
歯
が
抜
け
て
い
る
た
め
と
考
、
え
ら

れ
ま
す
。
各
年
齢
の
む
し
歯
肉
増
加

数
を
み
る
と
、

2
1
3
歳
で

2
・
4

本、

3
1
4
歳
で

2
・
2
本、

4

1

5
歳
で

3
・
7
本
む
し
歯
が
ふ
え
て

い
ま
す
。
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
ジ

ュ
ー
ス
や
お
や
つ
の
琵
が
ふ
え
、
だ

ら
だ
ら
食
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

B
 
R
 
年生

• 
3
i
 

u同4

3

)

 

2
1
3
a
 

u
n
"
2
 

|む L歯のある干の割合 |
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SSZ.3 563.3 H先 3 H2.3 
(61) (SI) (") (3・)

，%) 

l∞ 

" 

20 

項 目 象 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考

① 乳ガン検診
満30歳以上の

l日開) 受8付時30間-9 : 30 全地区 老人福祉 医師による触診
女性 12∞-13: 00 センタ

8日伺)

② 胃ガン検診 満35歳以上の方
9日ω 受付時間

" " 腹部X線撮影10日附 7 : 00-8 : 30 
11日開
8日開) 畳8付時間
9日ω 9 国

③ 大腸ガン検診 " 8・00-14 00 " " 検体の持参10日同 10 . 11日
11日開 8 . 00-11 ; 00 

@ 婦人科検診
満30歳以上の 8日開} 受8付時30間-9 : 30 

" " 細胞診検査女性 9日ω 12: 30-13∞ 
⑤ 乳 児 相 談 生後6、9ヶ月児 4日制 受13付時00間-13: 30 H 

町 民
保健指導、健康相談

センタ

⑥ 般 相 談 全 住 民
15日伺) 10: 00-15 : 00 " " 保健指導、健康相談22日伺)

⑦ 妊 婦 相 談 妊婦の方 16日制 受12付時45間-13 : 15 " " 尿導検、査助、産血婦液指検導査、 歯科指

⑧ 無医地区巡回診療 全 住 民 16日凶 受14付.時20-間14 : 50 " " 診療科目 (耳鼻科)

⑨ 育 児 鵠 座 生後 3ヶ月兜 18日同 受9付3時0間-10 : 00 " " 保位指導、健康相談

⑪ 宇L 児 健 診 生10後、 4、 7、 18日同 受12付時30間-13: OC " " 身指体導計、栄側、聾医指導師診、保察健、歯指科導1 2ヶ月児

⑪ 股 脱 健 診 生25日後以2上ヶの月幼児と 22日伺) 13: 00-14: 00 " 
今金

股関節X線撮影
保健所

ω 

た
り
し
て
‘
生
活
に
お
困
り
の
ご
家

庭
の
、

0
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の

遺
児
等

二
、
貸
付
額

一
時
金

毎

十
四
万
三
千
円

一
万
八
千
円
(
中
学

卒
業
ま
で
)

入
学
支
度
金
四
万
円
(
小
中

学
校
入
学
時
)

月

三
、
返
還
方
法

中
学
卒
業
後
一
年
据
え
置
き
後
二

十
年
以
内
(
高
校

・
大
学
へ
進
学

的
場
合
は
、
卒
業
ま
で
猶
予
さ
れ

ま
す
.)

詳
し
く
は
、
自
動
車
事
故
対
策
セ

ン
タ
ー
函
館
支
所
へ

2
0
1
3
8
1
5
5
1
1
7
3
1
 

な
い
で
し
ょ
う
か
.

6
歳、

5
歳
で
む
し
幽
の
な
い
子

内
観
に
話
を
き
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の

方
は
夜
寝
る
前
の
歯
磨
き
を
必
ず
や

っ
て

い
ま
す
。
よ
〈
。
子
供
が
泣
い

て
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
歯
を
磨
か
な

い
u

砂
子
供
が
歯
を
磨
か
せ
な
い
砂

と
い
う
親
が
い
ま
す
が
、
ど
の
子
も

は
じ
め
は
泣
い
て
嫌
が
り
ま
す
。
そ

こ
で
歯
磨
き
を
や
め
て
し
ま
う
か
、

続
け
る
か
は
親
の
気
持
ち
(
固
い
決

意
)
次
第
で
す
。
ど
う
ぞ
H

子
供
が

む
し
歯
に
な
る
と
か
わ
い
そ
う
だ
か

ら
歯
を
磨
く
e
親
に
な
っ
て
下
さ
い
。

〈
町
民
福
祉
諜
国
保
係
保
健
指
導
係
〉

|1人あたりのむし・岬榊徹|
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宮???D宕。。ふ

病崎

平

楢

2月の休日当番匡
今金町国保病院(今金) 合②0221

富田医院(今金) 企②0324

病 院(北柏山)n④5011

院(瀬棚) 公⑦3021

今金町国保病院(今金) 宮②0221

7日

11日

14日

21日

28日

12月10日(倫克九 2男)大和町

12月15日(正幸弘長男)白

12月29日(浩 九長男)上稲穂

金

美利河

石

石

笠 寿園

豊寿園

l月10日(誠 九長女)上盟国

八束初回

下豊田

幸代九(中里) ~西野雅子九(神丘中央)

上回ヨツエ九

や令や 住民の動態 令令後。

童青

(前月対比)

7，610人(ー10)

3，680人(- 8) 

3，930人 (- 2) 

2，477世帯 (ー10)

白

75歳

61歳

89歳

84歳

70歳

93歳

89歳

12月末現在

圃おくやみもう Lあげます

固いつまでもお Lあわせに

h

ヲ
〉
」でめおAJ

 よ
'、~

じ

企太

刊佑

附修

か香

ん

m
綾

忠
明

肘綾

た

木

お

々

固

佐

12月13日

12月20日

12月31日

1月1日

12月28日

1月12日

1月13日

女

世帯数

口

数雄九

伊藤市太郎丸

柴ーさん

タミ さん

イ呆さん

秀雄九

男

人

Lイ2鷲野

渡部

川上

笹森

キ嬰井

犬塚

f2:回

キ4ド

襖

• 
発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場
.
醐
②
O
T
-
-
番

歩
く
ス
キ
ー

講
習
会
を
開
催

〕2
 
1
 
[
 

今
金
歩
〈
ス
キ

l
ク
ラ
ブ

室
内
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
場

の
体
力
づ
く
り
に
歩
〈
ス
キ
ー
を
/

と

一
月
九
日
、
歩
く
ス
キ

l
ク
ラ
ブ

主
催
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ク
ラ
ブ
貝
を
含
む
二

十
名
が
基
本
動
作
を
教
わ
り
オ
ラ

ン
ダ
通
り
の
コ
ス
を
往
復
し
て
心

地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

歩
く
ス
キ

l
は
冬
の
健
康
づ
く
り

に
手
頃
な
ス
ポ
ー
ツ
。

あ
な
た
も
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
、

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
内

細
田
征
夫
さ
ん
へ

合

2
1
0
1
1
1

編
一集
一後
一記

今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
り
、
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
方
も

た
く
さ
ん
い
る
と
聞
き
ま
す
。

い
つ
も
、
今
年
の
カ
ゼ
は
た
ち
が

悪
い
と
嘆
き
な
が
ら
病
院
通
い
を
し

て
い
る
あ
な
た
、
昨
年
の
広
報
十
二

月
号
の
保
健
の
窓
を
読
み
返
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

何
か
の
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

カ
ゼ
で
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
広
報
係

よ
り

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


